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1　 は じ め に

　川崎市川 崎区 の 臨海部に立地す る工場 および港 湾

施設 の 景観 色彩をよ り快適感 の ある状態に誘導す る

ため に 、川崎市は色彩ガイ ドライ ン の 策定を企 画

し、我 々 は委託 を受 け て カ ラ
ー

シ ス テム 提案 を行

な っ た 。

　以下に そ の概要を紹介する。

2　 ア ンケー ト調査

　シ ス テ ム検討に先立ち、対象地区 （2000ha 強）内の

約400 社の 事業所 あて に、24項 目か らな るアケ
ー

ト

調査を実施 し た 。 回収率は約30 ％ で あっ た 。

　内容は川崎の 臨海部に対する現況 の イ メ
ー

ジ、将

来 こ うあ っ て欲 しい と い うイ メ
ー

ジを始め、市役 所

主導の 色彩誘導の 是否やそ の 内容、個々 の 事業所の

色彩基準、建屋や施設の 塗替えや新築に関わる も の

で ある。
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図 1　 川崎市臨海部の現況 の イ メ
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図 2　 川崎市臨海部に期待す る将来の イ メージ

　そ の 中で 、イメ
ー

ジ に関す るも の を紹介す る と、

現 在 の 臨海部 に は 、く す ん だ ・
混 み い っ た

・
騒 々 し

い ・暗い ・冷た い ・狭苦 し い と い うマ イナスイ メ
ー

ジ と、工 業地 区 の 特性 と し て の 、人 工 的 な ・重 厚

な ・地 味な ・か た い な どの イ メ
ージ が上位 を 占め

た。（図 1）

　それ に対 し、将来に求 めるイ メ
ー

ジは、明る い ・

整然 とした ・清潔な
・夢の あ る

・親 しめ る
・海辺 の

などの 上記 と反対の イメ
ー

ジが上位 を占めた。（図 2 ）

3　 色彩調査

　 また、シ ス テ ム 策定の 前に 、工 場施設外装の 色彩

の現状を把 握す る調査 を行 な っ た。

　調査対 象は、対象区域内の バ ス路線か ら見え る 工

場施設 とし、施設の 種類は 工 場建屋 ・倉庫 ・事務

所 ・タ ン ク e プラ ン ト ・塀 ・煙突 な ど429件 で 、調 査

用色票 を用 い て 視感測色法に よりマ ン セ ル値を記録

す る方法を採用 した 。

　そ れ らの 集計結果 の 中か ら、工 場建屋 の 壁面基調

色 の 分布 を表 1に 示す。分類は後述の カ ラ
ーシ ス テ

ム に用い た建築物外装の ため に我 々 が考案 した色 相

ト
ー

ン 分類 法 （表 2 ）を用 い て い る。

　結果は表 1 に示すように明る い暖色系（YR ・Y ）の

無彩色に 近 い 色（N1 ・N2 ト
ー

ン）と低い 彩度の 色

（L1 ・L2 ト
ー

ン）に集中して 、ス レ
ー

トの 色や ク

表 1　工場建 屋 の 壁面基調色の色彩分布
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表 2　 川崎市臨海部色彩ガ イ ドラ イン に 用 い た 色相 ・トーン 分類

　 　 色祖

トーン

R　赤系 YR　黄赤系 Y　黄系 GY 　黄緑 系 G 　緑 系 BG 　膏緑系 B　青系 PB　青紫 系 P　紫 系 RP　赤紫系
　　 邑桐

ト
ー

ン

共通
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M19 ．5〜6D月、6剛79 ．5η50’26−79 ．5一ア 0’2、5−79 ．5−7．Ol2、1−7 9．5−6．0／2．1−5．D 9，5−50厂21〜59 ，5−5，0／15−59 ．5−e．OIT、6−1N4a9 〜1　D／O〜05

M25 ．9〜10ド1．6一ア 59〜10’26一ア 6．9司 0’26〜75 ．9−†．0’21〜7 59〜10／21 −5．0 4．9〜10’21−54 ．9−1．Ol16〜55 ．9噌1．O’1．6〜7

H 9．5卿1ρ／7．1以上 9．5−1、O／5．1以上 9，5擁 、O’7．f
　　　　 以上

Lt−・L3 ： Low 　Chroma 　1〜3　　M1 〜M2 ：Medium 　Chroma 　1〜2　　H ：High　Chroma

リ
ー

ム ・ペ
ー

ジ ュ な どの よ く見か ける塗装色が 大部

分 を占め て い る。彩度 の 高 い色（H ト
ー

ン）は青系に若

干 （4．4％）見 られる程度であ る 。

4　 カラ
ー

シ ス テ ム

　カ ラ
ー

シス テム は、表現 レベ ル と、ベ ー
スカ ラ

ー

と して 広い 面積に 使 う色の 範囲の 制限を組合わ せ る

形で 構成 した。表現 レベ ル は次の 3 レベ ル で あ る。

　　 1　 一般カラ
ーデザイ ン 地 区

　　 2　重 点カ ラーデザ イン地区

　　 3　 グ ラ フ ィ ッ ク デザイ ン拠点

　一般カラ
ーデザイ ン地区は周辺 の 環境 に馴染むよ

う低彩度色を 用 い 、騒色 の な い 整 っ た色彩環境を 目

指す レ ベ ル で あ る e

　重 点カ ラ
ーデザイ ン地区は積極的なカラ

ーデザイ

N 嚀〜N4 ：Neu セra 目 〜4

ン に よ っ て 、ダイナ ミ ッ ク で 楽 しく活気の ある
’
工 場

景 観 に変 え て い こ うとす る地 区 に用 いる レベ ル で あ

る 。

　グラ フ ィ ッ クデザイ ン拠点は、特定の施設単体 を

選ん で 色 彩の 制 限 も設けず、自由にグ ラ フ ィ ッ ク処

理 を行い メ ッ セ
ー

ジ性 の 高い ラ ン ドマ
ー

クとす る場

合に 適用する 。

　
一

方、色彩の 範囲は マ ン セル色相を用い て 、次の

5 種 に分け、更に
一

般地 区 と重点地区 に分 けて 使 用

可能の トーン を設定 して い る。

12345赤 系の 区域　RP ・R ・YR の 色相範囲

黄系の 区域　YR ・Y ・GY の 色相範囲

緑 系の 区域　 GY ・G ・BG の 色相範囲

青系の 区域　 BG ・B ・PB の 色相範囲

紫系の 区域　 PB ・P ・RP の 色相範囲

「鮪 剰 、お ける

一般カ ラーデザ イ ン 地区 の使用 トーン

  緑系に お け る

　重点カ ラ ーデ ザイ ン地区 の 使用 トーン

図 3　 色相分類 と表現 レ ベ ル 別 の 使用 ト
ー

ン

1

　
一一

般地 区 と重点 地区の 差は、壁面な どの 大面積 に

使 用 す る ベ ー
ス カ ラ

ー
に使 え な い 色 と し て

一
般カ

ラ
ーデザイ ン 地区 で は M1 ・M2 ・H トー

ンを 、 重

点カ ラ
ーデザイ ン地 区 で は H ト

ー
ン を設定 した。（図

3 ）

　い ずれ も、色相を限定する の で 、 1事業所ある い

は 1 区域 で は 類似 色 相型 の 配色 にな るが 、重 点カ

ラ
ーデザイ ン地区 内で は、変化 を演出す るため に、

同
一

ト
ー

ン の 配色にする場合に限 り、他の 色相の 色

も許容す る こ とに して い る。唯、いずれ の 地区もア

クセ ン トカ ラ
ー

と して H ト
ー

ンの 使 用 は 可能で あ

る 。

　以 上 の 表現 レベ ル と使用 色相は事業者が 自発的に

選択 した うえ で 、市役所 と相談 して決め る とい う自

由度 の 高 い方 式 にな っ て い る。

5　 こ れ か らの 展 開

　色彩ガイ ドライ ンの 説 明 パ ン フ レ ッ トや 企業説 明

会な どによ り普及活動が行なわれ る と共に 、市 とし

て積極 的に相 談に の る方針で 進め られ る予 定で あ

る。
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